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概要

● {peace,piece},{quiet,quite}のようなタイプミスによ
るエラーや{amout,number}のような使用法のミス
を訂正する

● 従来の手法に品詞trigramやベイズを使ったものが
あるがそれぞれ長所と短所がある

● そこでtrigramとベイズを組み合わせた手法を提案



  

Introduction

● 従来のスペルチェッカーは対象語が単語リストにない
場合誤りとする

● タイプミスによる誤りの15%は実際にある単語

– quite→quietなど

● 過去の研究ではこのような語が原因の訂正誤りが全
体の25~50%(Kukich, 1992)



  

Introduction

● このような語を訂正するため文脈依存のスペル訂正
を行う

– 例：Can I have a peace of cake?

– {peace,piece}のようなsetを使いどちらが正しいか予測

● いくつか手法があるが今回は品詞trigramとベイズ分
類器を使った方法に注目

● それぞれ長所と短所があるので２つをうまく組み合わ
せたTribayesを提案



  

Trigrams

● 品詞triguramを使用

● 対象語をset内の各単語に置き換えて、それぞれ確
率を計算

● set内の語が違う品詞を持っている場合うまく機能す
るが同じ場合はうまく機能しない



  

Bayes

● Bayesian hybrids(Golging, 1995)を使用

– ベイズ分類器を使ったContext wordsとCollocationsの
組み合わせ

● set内の単語の品詞が異なる場合結果が悪い

– 文法により決定されるため、Trigramのほうが結果が良
い



  

TrigramとBayesの比較

Breakdownは割合
Baselineは頻度



  

Tribayes
● set内の単語がすべて同じ品詞の場合Bayesを、

違う品詞の場合Trigramを適用する



  

各手法の比較



  

Microsoft Wordとの比較

● Microsoft Word (version 7.0）と比較

● 訂正候補がある場合それを適用
● 訂正後も訂正候補がある場合はそれを適用
● ループする場合は最初の候補を適用
● 指摘だけで候補がない場合はスキップ



  

Wordの結果との比較
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